
 



名豊道路のストック効果 

三河地域の未来を創る 
1 名豊道路の概要 

2 これまでの歩み 

3 各バイパス整備前後の様子 知立 岡崎 蒲郡 豊橋 豊橋東 

8 沿線地域に自動車関連企業が進出し経済が活性化！ ● ● ● ● ● 

9 名豊道路と観光ルートが重なりスムーズな周遊をサポート！ ● ● ● ● ● 

10 物流の要所・三河港と直結し国際競争力を強化！ ● ● ● ● ● 

11 自動車関連企業の通勤圏が拡大！広く雇用を創出！ ● ● ● ● ● 

12 災害に耐える強靱な命綱として活躍！ ● ● ● ● ● 

13 災害時の緊急避難路を確保！救援・救護活動を支援！ ● ● ● ● ● 

14 クルーズ船誘致と道路整備で観光ネットワークを形成!！ ● ● ● ● ● 

15 名豊道路の整備と沿線の歩み！ ● ● ● ● ● 

16 地域の様々な産業を支援！ ● ● ● ● ● 

17 スポーツ交流・連携を支援！ ● ● ● ● ● 

18 優れたものづくり企業「愛知ブランド企業」が立地！ ● ● ● ● ● 

19 沿線市町の観光資源の連携を支援！ ● ● ● ● ● 

20 ウォーキングへの参加機会増加による健康支援！ ● ● ● ● ● 

21 国際的な自動車産業物流を担い日本の経済を支える！ ● ● ● ● 

22 自動車産業の生産性と効率性がグッと高まる！ ● ● ● ● 

23 物流の効率化によりトラックの１日２往復が可能に！ ● ● ● ● 

24 地域特産物切り花類の出荷を支援！ ● ● ● ● 

25 完成車輸送の事業継続計画を支援！ ● ● ● ● 

26 自動車部品輸送時間の信頼性・確実性が高まる！ ● ● 

27 道路の整備にともない製造品出荷額が約2.7兆円増加！ ● 

28 進む市街化 知立バイパス沿線で人口1.5倍！ ● 

29 工業団地造成で民間投資と雇用を創出！ ● ● 

30 工業団地など地域開発が進展！ ● ● 

31 「命の砦」3次医療施設へのアクセス性が向上！ ● ● 

32 地域の情報発信基地「道の駅」の入込客数が増加！ ● 

33 観光流入客数が倍増！全国No1を広く周知！ ● 

34 沿線に物流施設が立地し部品工場からの物流を集約！ ● 

35 企業立地がどんどん進展し地域が活性化！ ● 

36 大規模物流施設の整備により新たな雇用を創出！ ● 

37 企業進出により地域経済が好循環！ ● ● 

38 輸送の回旋可能数が増加し物流効率化に寄与！ ● ● 

39 音羽蒲郡ＩＣまでの所要時間短縮！特産物流通を支援！ ● ● 

40 これまでの交通量の推移および現状の交通量 

41 名豊道路の貨物車交通の変化 
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名豊道路の概要

■トンネル部■盛土部

■高架部 事業名 一般国道２３号名豊道路

起終点
（起点）愛知県豊橋市東細谷町
（終点）愛知県豊明市阿野町

延長 ７２．７ｋｍ

道路規格
第１種第３級
第３種第１級（豊橋バイパスの一部）

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ

車線数 ４車線

❖諸元

（単位：ｍ）❖標準断面図

国
道
23
号

名
豊
道
路
の
概
要

全線

地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称
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これまでの歩み

国
道
23
号

名
豊
道
路

こ
れ
ま
で
の
歩
み

知⽴バイパス 事業化（7.0km）
Ｓ48 豊橋バイパス 事業化（17.6km）
Ｓ49 知⽴バイパス 事業化（6.8km）

知⽴バイパス ⼯事着⼯
Ｓ52 知⽴バイパス 和泉ＩＣ〜⾼棚北ＩＣ間 開通（4.3km）
Ｓ53 知⽴バイパス 事業化（2.6km）

岡崎バイパス 事業化（7.0km）
Ｓ55 岡崎バイパス 事業化（7.0km）

豊橋バイパス ⼯事着⼯
Ｓ58 豊橋バイパス 神野新⽥ＩＣ〜前芝ＩＣ間 開通（5.4km※公団含む）

知⽴バイパス ⻄中ＩＣ〜豊明ＩＣ間 開通（7.2km）
Ｓ61 岡崎バイパス ⼯事着⼯
Ｓ62 知⽴バイパス 野⽥ＩＣ〜⻄中ＩＣ間 開通（1.3km）
Ｓ63 知⽴バイパス ⾼棚北ＩＣ〜野⽥ＩＣ間 開通（1.5km）
Ｈ1 知⽴バイパス 安城⻄尾ＩＣ〜和泉ＩＣ間 開通（2.5km）⇒知立バイパス暫定２車線開通
Ｈ2 豊橋バイパス 豊橋港ＩＣ〜神野新⽥ＩＣ間 開通（1.8km）
Ｈ4 岡崎バイパス 中原ＩＣ〜安城⻄尾ＩＣ間 開通（3.4km）

豊橋東バイパス 事業化（9.2km）
Ｈ5 豊橋バイパス ⼤崎ＩＣ〜豊橋港ＩＣ間 開通（2.km）
H6 豊橋東バイパス 豊橋浜松道路として地域⾼規格道路の計画路線に指定
Ｈ8 知⽴バイパス ⻄中ＩＣ〜上重原ＩＣ間 4⾞線開通（1.7km）
Ｈ9 知⽴バイパス 和泉ＩＣ〜⾼棚北ＩＣ間 4⾞線開通（3.8km）

蒲郡バイパス 事業化（5.9km）
Ｈ10 知⽴バイパス

〜豊橋バイパス 名豊道路として地域⾼規格道路の計画路線に指定

岡崎バイパス ⻄尾東ＩＣ〜中原ＩＣ間 開通（2.2km）
Ｈ14 知⽴バイパス 上重原ＩＣ〜豊明ＩＣ間 4⾞線開通（3.8km）

豊橋東バイパス ⼯事着⼯
Ｈ16 豊橋バイパス 野⾐ＩＣ〜⼤崎ＩＣ間 開通（3.8km）⇒豊橋バイパス暫定２車線開通
Ｈ17 岡崎バイパス 幸⽥須美ＩＣ〜⻄尾東ＩＣ間 開通（3.6km）

豊橋バイパス 豊川橋無料化
Ｈ18 知⽴バイパス 野⽥ＩＣ〜⻄中ＩＣ間 4⾞線開通（1.0km）
Ｈ19 豊橋東バイパス 七根ＩＣ〜野⾐ＩＣ間 開通（2.3km）

岡崎バイパス 幸⽥芦⾕ＩＣ〜幸⽥須美ＩＣ間 開通（5.5km）⇒岡崎バイパス暫定２車線開通

蒲郡バイパス 事業化（9.1km） ⇒名豊道路全線７３ｋｍ事業化

蒲郡バイパス ⼯事着⼯
Ｈ21 豊橋バイパス 豊川橋3⾞線化

岡崎バイパス 道の駅「筆柿の⾥・幸⽥」「にしお岡ノ⼭」が開駅
知⽴バイパス 和泉ＩＣ〜⾼棚北ＩＣ間 4⾞線開通（3.8km）

Ｈ24 知⽴バイパス 安城⻄尾ＩＣ〜和泉IC間 4⾞線開通（2.6km）⇒知立バイパス完成４車線開通

岡崎バイパス 藤井ＩＣ〜安城⻄尾ＩＣ間 4⾞線開通（1.5km）
蒲郡バイパス 前芝ＩＣ〜豊川為当ＩＣ間 開通（4.2km）
豊橋東バイパス 細⾕ＩＣ〜七根ＩＣ間 開通（4.4km）

Ｈ25 豊橋バイパス ⼤崎ＩＣ〜前芝ＩＣ間 4⾞線開通（9.4km）
豊橋東バイパス 豊橋東ＩＣ〜細⾕ＩＣ間 開通（2.5km）⇒豊橋東バイパス暫定２車線開通

Ｈ26 蒲郡バイパス 蒲郡ＩＣ〜幸⽥芦⾕ＩＣ間 開通（5.9㎞）
Ｈ28 岡崎バイパス ⻄尾東ＩＣ〜安城⻄尾ＩＣ間 4⾞線開通（4.0㎞）

❖これまでの歩み
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【現在の整備状況】

1973年

1974年

1977年

1978年

1980年
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知立バイパス整備前後の様子

国
道
23
号

名
豊
道
路

知
立
バ
イ
パ
ス
整
備
前
後
の
様
子

1998.6撮影 2014.12撮影

整備前 整備後

撮影位置

東海道本線

（主）岡崎刈谷線

東海道新幹線

衣浦豊田道路
至 名古屋市

至 名古屋市

至 安城市 至 安城市

西中IC

野田IC

西中IC

野田IC

知
立
バ
イ
パ
ス

知
立
バ
イ
パ
ス

地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称
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地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称

整備前

岡崎バイパス整備前後の様子

国
道
23
号

名
豊
道
路

岡
崎
バ
イ
パ
ス
整
備
前
後
の
様
子

整備後

2000.11撮影 2016.3撮影

撮影位置

広田川

（県）幸田幡豆線

東海道本線

（県）岡崎幸田線

至 蒲郡市

至 西尾市 至 西尾市

至 蒲郡市

岡
崎
バ
イ
パ
ス

岡
崎
バ
イ
パ
ス

幸田桐山IC

幸田桐山IC
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地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称

整備前

蒲郡バイパス整備前後の様子

国
道
23
号

名
豊
道
路

蒲
郡
バ
イ
パ
ス
整
備
前
後
の
様
子

整備後

2000.12撮影 2014.12撮影

撮影位置

至 西尾市

至 蒲郡市

至 西尾市

至 蒲郡市

幸田芦谷IC

幸田芦谷IC

蒲
郡
バ
イ
パ
ス

蒲
郡
バ
イ
パ
ス
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地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称

整備前 整備後

1998.6撮影 2013.8撮影

撮影位置

国
道
23
号

名
豊
道
路

豊
橋
バ
イ
パ
ス
整
備
前
後
の
様
子

豊橋バイパス整備前後の様子

至 豊川市

至 湖西市

至 豊川市

至 湖西市

大清水IC豊
橋
バ
イ
パ
ス 豊

橋
バ
イ
パ
ス

大清水IC
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地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称

整備前 整備後

1995.11撮影 2015.2撮影

撮影位置

豊橋東バイパス整備前後の様子

国
道
23
号

名
豊
道
路

豊
橋
東
バ
イ
パ
ス
整
備
前
後
の
様
子

豊橋東IC

細谷IC

豊橋東IC

細谷IC

1 1
至 浜松市

至 浜松市

至 豊川市 至 豊川市

豊
橋
東
バ
イ
パ
ス

豊
橋
東
バ
イ
パ
ス
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0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6

0
3
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9

12
15
18
21
24

S44 S55 H2 H12 H22 H27

名豊道路の整備に伴い、沿線地域に自動車関連企業が進出。

沿線の製造品出荷額等は、整備開始前と比べ約12倍（約9.2兆円）に増加、従業者（雇用）は

約3割（約5.0万人）増加。

Ｓ社工場(１９８５年稼働)
写真：W社提供

名豊道路沿線地域への自動車関連企業の進出状況

出典：工業統計（製造品出荷額等、製造業の従業者数）
※名豊道路沿線：刈谷市、安城市、知立市、西尾市、蒲郡市、豊川市、豊橋市、幸田町

※沿線地域の企業：名豊道路のICから10km
圏内の自動車関連企業（T社グループ）を
対象に作図

道路整備 企業進出

1970 (S45)年以前

1970 (S45)年代

1980 (S55)年代

1990 (Ｈ2)年代

2000 (H12)年以降

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0
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14.0
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S44 S55 H2 H12 H22 H27

製
造
品
出
荷
額
等
の
伸
び
率

（
対
１
９
６
９
年
比
）

製
造
品
出
荷
額
等
（
兆
円
） 全国

名豊道路
整備開始以降

0.8

9.2

豊橋・豊橋東バイパス沿線岡崎バイパス沿線知立バイパス沿線 蒲郡市

従
業
者
数
の
伸
び
率

（
対
１
９
６
９
年
比
）

従
業
者
数
（万
人
）

全国

16.4

21.3

沿線地域に自動車関連企業が
進出し経済が活性化！

名豊道路沿線（伸び率） 全国（伸び率）

名豊道路
整備開始以降

約12倍増 約3割増
【
製
造
品
出
荷
額
等
】

【従
業
者
数(

製
造
業) 

】

名豊道路沿線の製造品出荷額等や従業員数の推移

名豊道路整備開始以降
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昇龍道のモデルルート「Ukiyo-e（浮世絵）Course」が東海道沿いに設定。

名豊道路が、「Ukiyo-e Course」へのアクセス向上に寄与し、中部国際空港から入国した

外国人観光客が周遊可能。

昇龍道「Ｕｋｉｙｏ-ｅ Ｃｏｕｒｓｅ」（愛知以東）

名豊道路と観光ルートが重なり
スムーズな周遊をサポート！

愛知県

名豊道路

静岡県

浮世絵コース

中部国際
空港

三河港

出典：昇龍道ホームページ、豊橋市

名古屋城

リニア鉄道館

オアシス21

テレビ塔

清須城

トヨタ産業
技術記念館

ラグーナテンボス

トヨタ会館

岡崎城

八丁味噌の郷

舞阪宿脇本陣
浜松市
楽器博物館

スズキ歴史館

浜松城

浜名湖
はままつ
フラワーパーク

トヨタ自動車
工場見学

観光施設

岡崎城

名古屋城

全線

至

大
阪

至

東
京

豊橋総合動植物公園

吉田城

豊橋市二川宿
本陣資料館
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（千台）
約14万台

増加

知立BP全線4車化（2012.11）
豊橋BP4車化（2013.6）

豊橋東BP全線開通（2013.6）
蒲郡BP開通（2014.3）

8-1号岸壁供用（2013.10）

岡崎BP4車化（2016.2）
（件数）

知立BP全線4車化（2012.11）
豊橋BP4車化（2013.6）

豊橋東BP全線開通（2013.6）
蒲郡BP開通（2014.3）

全国平均
約2倍

岡崎BP4車化（2016.2）
愛知県
全国平均

名豊道路と三河港の直結により、物流効率化および工場立地が累増。

自動車産業の国際競争力の強化が期待。

道路、港湾のインフラ連携により整備効果が増大する事業への計画的な重点化を進め、

社会資本全体として生産性効果が最大限に発揮されるようにすべき。

名豊道路沿線の事業所数（自動車・同附属品製造業）

物流の要衝・三河港と
直結し国際競争力を強化！

愛知県の工場立地件数（2012年からの累計） 三河港の取扱量（輸入・輸出自動車台数計）

神野地区

国際物流
ターミナル
整備中

出典：田原市

未整備

1999年 時点整備

2018年 時点整備

100事業所

50事業所

25事業所

自動車・同付属品
製造業事業所数

【凡例】

出典：H26経済センサス【確報値】（総務省） 出典：三河港湾事務所ホームページ

神野地区 8-1号岸壁
（2013年度供用）
（水深12m（耐震））

7-4号岸壁
（2018年完成）

（水深12m（耐震））

出典：貿易統計（財務省）出典：H29工業立地動向調査（経済産業省）

知立市

47

名豊道路 延長72.7km

豊橋市

124

豊川市

115

⾃動⾞
組⽴⼯場

安城市

142

刈谷市

144

西尾市

139

幸田町

20

蒲郡市

47事業所から
組立工場へ
の部品輸送

海外へ

三河港

N

全線

2012 2014 2017 2012 2014 2017（年） （年）

至

大
阪

至

東
京

田原地区

明海地区
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名豊道路の沿線には、自動車部品企業の工場が多数立地。

名豊道路の開通にあわせ、１時間圏域が刈谷市、豊橋市まで広がることで

関連工場の通勤圏域が拡大、人材確保が容易に。

名豊道路沿線企業における通勤１時間圏域の変化

自動車関連企業の通勤圏が拡大！
広く雇用を創出！

名豊道路（愛知県）

田原市

西尾市

安城市

蒲郡市

豊川市

新城市

湖西市

23

碧南市

高浜市

東浦町

半田市

武豊町

美浜町

東海市
大府市

知立市

豊田市

岡崎市 301

名豊道路

中村精機 本社・幸田製作所

出典：中村精機 ホームページより

生産されている自動車のミッション用ギヤ

出典：中村精機 ホームページより

豊橋市

刈谷市

幸田町

1994年時点

中村精機
本社

阿久比町

■自動車部品企業の実感

名豊道路は、物流や通勤に貢献していると感じる。
通勤圏が広がり、従業員が刈谷市、豊橋市、豊川市
より通勤するようになった。
安全面や人材確保面などの雇用でもメリットがある。
2018年には幸田須美IC付近に新工場の建設を予定
している。

出典：1994年時点：平成6年度全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度、
2015年時点：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度
蒲郡バイパス全線開通後：民間プローブデータ（2016.10平日7時台平均、
未開通区間は開通済み区間の平均速度）

※中村精機本社から通勤1時間圏域を算出

全線

出典：企業ヒアリング（2018年10月）

至

大
阪

至

東
京

2018年
新工場建設予定
（幸田須美IC付近）

：本社工場

：新設工場

23

幸田須美IC
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知立

バイパス

名豊道路

豊田JCT

豊明IC

安城西尾 IC

幸田芦谷 IC

豊川為当 IC

野依IC
豊橋東 IC

三河港

衣浦港

岡崎
バイパス

蒲郡
バイパス

豊橋
バイパス

豊橋東
バイパス

名豊道路

新城市岡崎市
安城市

蒲郡市

豊川市

豊橋市

大府市

碧南市

高浜市

湖西市

知多市

幸田町

豊田東

JCT

高浜市、碧南町、西尾市への
早急な救護活動が可能

西尾市

豊明市

東浦町

半田市

東海市

阿久比町

常滑市

武豊町

美浜町

南知多町

知立市

田原市

三河地域の太平洋沿岸部は、南海トラフ地震発生時の津波被害が想定される地域。

名豊道路は内陸部に位置するほか、津波浸水を受けにくい高架橋等で整備されているため、

沿岸部被災時には新東名、東名等とともに、広域支援ルート（くしの軸）の一部として、救援・

救護活動、人員・物資輸送の機能を担うことが可能。

大規模災害時における知立バイパスの役割と早期復旧ルート確保手順

※中部版「くしの歯作戦」（2014.5）
［道路啓開オペレーション計画］

比較的被害が少ない高規格幹線道路等の
広域支援ルート（くしの軸）を確保

被災地アクセスルート（くしの歯）を確保

沿岸沿いルート（被災地）を確保

：１．広域支援ルート（くしの軸）
：２．被災地アクセスルート（くしの歯）
：３．沿岸沿いルート（被災地）

＜凡 例＞

：名豊道路
：広域防災拠点
：沿岸市町村役場

開通済 開通済 未開通

※「南海トラフ地震」愛知県被害想定マップ（2014年5月30日）に追記
参考URL：http://www.chunichi.co.jp/bosai/aichi.html

最大浸水深（ｍ）

10 ～ 20

5 ～ 10

2 ～ 5

1 ～ 2

0.3 ～ 1

0.01 ～ 0.3

STEP1
広域支援ルート（くしの軸）を確保

STEP2
被災地アクセスルート（くしの歯）を確保

STEP3
沿岸沿いルート（被災地）を確保

全線

災害に耐える
強靱な命綱として活躍！

23
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23

対策本部車（国土交通省中部地方整備局）
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名豊道路は、広域支援ルート（くしの軸）に位置づけられ、災害時の救援・救護活動等を支援。

また、緊急避難路（避難改題）が整備され、災害時の迅速な避難を支援。

大規模災害時における名豊道路の役割

災害時の緊急避難路を確保！
救援・救護活動を支援！

■道路啓開の手順

[ＳＴＥＰ１]広域支援ルート（くしの軸）

[ＳＴＥＰ２]被災地アクセスルート

（くしの歯）

[ＳＴＥＰ３]沿岸沿いルート（被災地）

写真②

避難階段

出典：「中部版 くしの歯作戦」（平成30年5月改訂版）［道路啓開オペレーション計画］
平成30年5月 中部地方幹線道路協議会・道路管理防災・震災対策検討分科会

名豊道路

緊急連絡路
設置箇所

広域防災拠点

沿岸市町村役場

津波浸水域

広域支援ルート
（くしの軸）
に位置づけ

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ２

全線

高架構造により災害時の
避難・救助・復旧・復興活動に寄与

○津波による被害を回避

至

大
阪

至

東
京
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38

33

11
8

2 1 1
0

10

20

30

40

清
水
港

名
古
屋
港

鳥
羽
港

四
日
市
港

三
河
港

熱
海
港

伊
東
港

（回）

三
河
港

豊川稲荷

ラグーナ
テンボス

名古屋港

三河港

蒲郡ふ頭から

30km

蒲郡ふ頭から

50km

出典：三河港蒲郡地区における物流機能強化とクルーズ船誘致強化基盤整備検討調査（2016年：愛知県）より作成

トヨタ博物館

大樹寺

生命の海科学館
海辺の文学記念館

竹島水族館

鳳来寺山
自然科学博物館
雲竜荘

設楽原歴史資料館

井伊谷城跡

龍潭寺

大草山展望台
二川宿本陣

資料館

⾄
東
京

出典：愛知県の公式観光ガイド「AichiNow」（愛知県観光協会）

名古屋城

23

：主な観光資源

：名豊道路沿線の道の駅

：名豊道路を利用した主な観光ルート

：完成４車線 ：暫定２車線

：未開通区間

八丁味噌
の郷

名古屋城

八丁味噌の郷

岡崎城

23

⾄
⼤
阪

熱田神宮

三河港では、2016年の開港50周年に合わせてクルーズ船の寄港が再開。

寄港時には、豊川稲荷や井伊谷城跡などの近郊の観光地に来訪。

名豊道路を利用して、岡崎や浜松方面等の観光地へも周遊できる行程が可能。

中部管内のクルーズ船寄港実績

クルーズ船誘致と道路整備で
観光ネットワークを形成！

全線

三河港・名豊道路が連携した観光ネットワークの形成

（2017年）

現在、大型クルーズ船の
寄港が可能となるように
既存岸壁の延伸工事を

実施中
（H34年度完了予定）

三河港 蒲郡地区

出典：愛知県HP

H28年の蒲郡港の開港50周年に
合わせてクルーズ船の寄港が再開

出典：「中部管内の港湾 クルーズ船寄港実績」
（国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部）
※船内で１泊以上するクルーズ船の寄港を対象

飛鳥Ⅱ

ダイヤモンド・
プリンセス

2017年3月17日
日本最大の
豪華客船
「飛鳥Ⅱ」が
三河港に初寄港

2019年3月27日
「ダイヤモンド・
プリンセス」の
蒲郡への
初寄港が決定

出典：
東愛知新聞
（2017.3.18）

出典：蒲郡市HP

※写真はイメージ

豊橋総合
動植物公園

吉田城
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1972年の名豊道路事業化から約50年。全線72.7kmのうち約64kmが開通。

名豊道路の整備と共に沿線市町では開発が進展。

名豊道路の整備と沿線市町の開発の進展

阿久比町

幸田町

国道23号 名豊道路 延長72.7km

<蒲郡BP>延長15.0km<岡崎BP>延長14.6km<知立BP> 延長16.4km <豊橋BP>延長17.6km <豊橋東BP>延長9.2km

豊
明
Ｉ
Ｃ

豊
橋
東
Ｉ
Ｃ

今
川
Ｉ
Ｃ

富
士
松
Ｉ
Ｃ

一
ツ
木
Ｉ
Ｃ

上
重
原
Ｉ
Ｃ

西
中
Ｉ
Ｃ

野
田
Ｉ
Ｃ

高
棚
北
Ｉ
Ｃ

高
棚
福
釜
Ｉ
Ｃ

和
泉
Ｉ
Ｃ

安
城
西
尾
Ｉ
Ｃ

藤
井
Ｉ
Ｃ

中
原
Ｉ
Ｃ

小
島
江
原
Ｉ
Ｃ

西
尾
東
Ｉ
Ｃ

幸
田
須
美
Ｉ
Ｃ

幸
田
桐
山
Ｉ
Ｃ

幸
田
芦
谷
Ｉ
Ｃ

蒲
郡
西
Ｉ
Ｃ

蒲
郡
Ｉ
Ｃ

（金
野
Ｉ
Ｃ
）

豊
川
為
当
Ｉ
Ｃ

小
坂
井
御
津
Ｉ
Ｃ

前
芝
Ｉ
Ｃ

豊
川
橋
南
Ｉ
Ｃ

神
野
新
田
Ｉ
Ｃ

豊
橋
港
Ｉ
Ｃ

大
崎
Ｉ
Ｃ

大
清
水
Ｉ
Ｃ

野
依
Ｉ
Ｃ

七
根
Ｉ
Ｃ

小
松
原
Ｉ
Ｃ

細
谷
Ｉ
Ｃ

田原市

豊橋市

蒲郡市

豊川市

岡崎市

西尾市

安城市

碧南市

高浜市

半田市

東浦町

刈谷市
知立市

1970年代頃

1980年代

1990年代

2000年代

2010年代

1969年 東名全線開通
1973年 衣浦海底トンネル開通

1982年 中央道開通
1982年 三河港大橋（2車線）開通

1996年 三河港大橋（4車線）開通
1998年 名港三大橋（名港トリトン）開通

2005年 中部国際空港開港
2005年 伊勢湾岸道全線開通

2014年 リニア中央新幹線着工
2016年 新東名いなさJCT～豊田東JCT開通

1969年：名四バイパス全線4車線開通

1989年：知立バイパス全線2車線開通

1996年：潮見バイパス全線2車線開通

2004年：豊橋バイパス全線2車線開通
2007年：岡崎バイパス全線2車線開通

2012年：知立バイパス全線4車線開通
2013年：豊橋東バイパス全線2車線開通

トヨタ自動車田原工場完成
1979年【田原市】

新幹線三河安城駅開業
1988年【安城市】

ラグナシア開園
2002年【蒲郡市】

道の駅「筆柿の里・幸田」開駅
2009年【幸田町】

1997年【安城市】

安城産業文化公園デンパーク開園

1998年【蒲郡市】

蒲郡市農業協同組合
総合集出荷場竣工

2009年【幸田町】

道の駅「筆柿の里・幸田」開駅

2018年【豊川市】

豊川海軍工廠平和公園開園

2017年【西尾市】

岡ノ山遊ぼっ茶広場開園

2000年【知立市】

知立市文化会館（パティオ池鯉鮒）開館

トヨタ自動車田原工場完成

1979年【田原市】 1987年【岡崎市】

葵博‐岡崎’87開幕

1988年【安城市】

新幹線三河安城駅開業

2002年【蒲郡市】

ラグナシア開園 刈谷ハイウェイオアシスオープン

2004年【刈谷市】

1992年【豊橋市】

豊橋総合動植物公園開園

至

大
阪

至

東
京

全線

名豊道路の整備と
沿線のあゆみ！
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名豊道路 延長72.7km

<蒲郡BP><岡崎BP><知立BP> <豊橋BP> <豊橋東BP>

冬キャベツ（田原市）

全国１位

自動車マフラー（岡崎市）

全国１位

筆柿（幸田町）

全国１位 全国１位

バラ（豊川市）

繊維ロープ（蒲郡市）

全国１位

愛知県は製造品出荷額は全国1位、農業産出額は全国8位。工業農業ともに全国トップクラス。

三河地域では様々な工業製品や特産品が製造、栽培されており、名豊道路が流通を支援。

愛知県の工業および農業

工業、農業ともに
全国トップクラス
【都道府県別の製造品出荷額（上位10位）】

全国１位
約45兆円

愛知 神奈川 静岡 大阪 兵庫 埼玉 千葉 茨城 広島 三重

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

製
造
品
出
荷
額
（億
円
）

162,882 161,322 158,197 151,054

126,828
114,020 112,088

99,415 98,955

出典：平成29年度工業統計調査

【都道府県別の農業産出額（上位10位）】

出典：平成28年生産農業所得統計

全国8位
約3,200億円

愛知北海道 茨城 鹿児島 千葉 宮城 熊本 青森 栃木 群馬

14,000

12,000

8,000

6,000

2,000

0

10,000

4,000

農
業
産
出
額
（億
円
）

12,115

4,903 4,736 4,711

3,562 3,475
3,221

2,863 2,632

トランスミッション（安城市）

全国１位

カーネーション（西尾市）

全国１位

うずら卵（豊橋市）

全国１位※

出典：平成29年作況調査

出典：平成29年産花き生産出荷統計

出典：ヒアリング調査（2018.9）

出典：ヒアリング調査（2018.9）

出典：愛知県 あいちの畜産
【統計資料編】

豊橋市 豊橋市統計書

出典：平成29年産花き生産出荷統計

出典：ヒアリング調査（2018.9）

出典：ヒアリング調査（2018.9）

※写真はイメージ
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大
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東
京

全線

地域の様々な産業を支援！
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バスケット王国である愛知県は、人口あたりのバスケットボール人口が全国第３位。

プロバスケットボールである『B.LEAGUE』に所属するチーム（B1）も、愛知県内に３チーム存在。

名豊道路が整備されることで、 愛知ダービーの促進など、スポーツ交流や連携を支援。

名豊道路がつなぐ『B.LEAGUEの愛知ダービー』

©：San – En NeoPhoenix

提供： シーホース三河

シーホース三河

三遠ネオフェニックス

提供： シーホース三河

名古屋ダイヤモンド
ドルフィンズ
（名古屋市）

三遠ネオフェニックス
（豊橋市）

シーホース三河
（刈⾕市）

人口100人あたりの
バスケットボール人口(上位５位)

6.0

5.5

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

(人)

沖
縄
県

神
奈
川
県

愛
知
県

埼
玉
県

青
森
県

※バスケットボール人口(行動者数)は10～54歳

5.65

4.62
4.38 4.36 4.36

出典：平成27年国勢調査,平成28年社会生活基本調査

名豊道路 延長72.7km
<蒲郡BP><岡崎BP><知立BP> <豊橋BP> <豊橋東BP>

至

大
阪

至

東
京

©：San – En NeoPhoenix

全線

スポーツ交流・連携の支援！
（バスケットボール）
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認定企業の例

90

60

30

0

(社)

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

12
21

28
37 42 45 49 49 50 50

77

58
64 69 73

愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企
業

認
定
企
業
数

※名豊道路沿線 11市町
（豊橋市、岡崎市、豊川市、刈谷市、安城市、西尾市、蒲郡市、知立市、豊橋市、田原市、幸田町）

増加傾向

豊橋東BP全線
開通（H25）

岡崎BP全線
開通（H19）豊橋BP全線

開通（H16）

愛知ブランド企業の認定企業が名豊沿線で増加。

近年オンリーワン、ナンバーワンの企業が沿線で立地。

愛知ブランド企業の立地状況

愛知県ブランド企業の認定状況（名豊沿線11市町※）

岡崎市

田原市

豊橋市

豊川市

蒲郡市

西尾市

幸田町

安城市

知立市

刈谷市

豊明市

名豊道路 延長72.7km
<蒲郡BP><岡崎BP><知立BP> <豊橋BP> <豊橋東BP>

※写真はイメージ

出典：愛知ブランド企業HP

＜愛知ブランド企業＞
ものづくり王国と言われる愛知県で

は、県内製造業の実力を広く国内外に
アピールし、愛知のものづくりを世界
的ブランドへと展開するため、県内の
優れたものづくり企業を
「愛知ブランド企業」として認定。

■株式会社 豊電子工業 （刈谷市）

ロボットシステムイン
テグレーターのリー
ディング企業として
産業自動化に貢献

■株式会社 南山園 （安城市）

茶園栽培から抹茶
加工・販売までの
一貫生産体制を
有し、顧客のニーズ
に合致した抹茶を
生産

■栄屋乳業 株式会社 （岡崎市）

シューアイスで
国内シェア90％
以上のデザートメーカー

■株式会社 葵製茶 （西尾市）

有機農法栽培に
よるてん茶の収穫
量は全国有数、
上質なお茶を提供

■中村精機 株式会社 （幸田町）

高精度小型歯車の
量産技術に特化し、
日本有数の生産量

世界最大の電気炉を
はじめ、最新設備と
独自技術により高品
質鉄鋼製品を生産

■東京製鐵株式会社田原工場（田原市）

■伊藤光学工業 株式会社 （蒲郡市）

日本初の眼鏡
プラスチックレンズの
製造と、コーティング
技術により
業界をリード

■宮川産業株式会社 （田原市）

独自の異物除去
技術と乾燥技術で、
高品質のあおさ
製品を提供

販売台数国内1位
を誇るレジャー用
魚群探知機

■株式会社ニデック （蒲郡市）

眼科医療、眼鏡
機器の世界有数
のメーカー

■太田油脂株式会社 （岡崎市）

日本一のシェアを
誇るコーン油の他、
エゴマ油において
も日本一のシェア
を誇る

名豊道路沿線

主な愛知県ブランド企業

■本多電子 株式会社（豊橋市）

至

大
阪

至

東
京

■中央化工機株式会社（豊明市）

振動技術を応用した
流体・乾燥分野の
トップメーカー

全線

優れたものづくり企業
「愛知ブランド企業」が立地！
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名豊道路沿線は県内有数の観光地。様々なご当地キャラも地域のイベントを盛り上げる。

地域内の観光資源の周遊や、イベントの連携などを支援。

名豊道路沿線の観光資源

名豊道路 延長72.7km

<蒲郡BP><岡崎BP><知立BP> <豊橋BP> <豊橋東BP>

【幸田町】
えこたん

豊川稲荷

蒲郡
ラグーナテンボス

安城産業文化公園
デンパーク

豊橋
総合動植物公園

※公式キャラクター

市町村別観光入込客数（上位10位）

出典：平成28年愛知県観光レクリエーション利用者統計

名古屋岡崎常滑 刈谷豊田 豊川蒲郡一宮 犬山 新城

4,000

3,000

2,000

1,000

0

観
光
入
込
客
数

（
万
人
）

1,425

3,371

1,412
1,165

1,131

716 675
579 556

358

ご当地キャラによる
地域内のイベントの盛り上がり

沿線に魅力ある
観光資源が多数存在

安城市
きーぼー誕生祭

知立神社
（知立まつり）

西尾市
うなぎまつり

【岡崎市】
まめ吉

【刈谷市】
かつなりくん

【安城市】
サルビー

【西尾市】
まーちゃ

【田原市】
キャベゾウ

しだれ桜まつり

※写真はイメージ

亀城公園

岡ノ山
遊ぼっ茶広場

至

大
阪

至

東
京

豊川市
年賀はがき投函イベント

刈谷市
刈谷城盛り上げ隊

岡崎公園

【知立市】
ちりゅっぴ

田原市芦ヶ池農業公園
サンテパルクたはら

全線

沿線市町の観光資源の
連携を支援！
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名豊道路が整備されることで、沿線地域の様々なウォーキングコースやイベントへ気軽に

訪れる事ができ、健康増進を支援。

名豊道路沿線のウォーキングコース・ウォーキングイベント

名豊道路 延長72.7km

<蒲郡BP><岡崎BP><知立BP> <豊橋BP> <豊橋東BP>

岡崎市

田原市

豊橋市

豊川市

蒲郡市西尾市
幸田町

安城市

知立市

刈谷市

豊明市

▲三河の小京都巡り ▲ウォーキングイベント

▲わくわくウォーキング

▲刈谷GOGOウォーキング

▲安城市健幸ウォーキング

▲二川ウォーク

※写真はイメージ

①豊橋市 二川宿・もみじ狩りコース
・ウォーキングしながら 二川の自然と街並みを満

喫。
・コースが複数あり、様々な楽しみ方が可能。

②岡崎市 自然や歴史の景観を楽しむプロムナード
・一周15‐50分程度のコースで地元の名所、景

色のきれいな場所など地域密着型のウォー
キングマップを作成。

③豊川市 穂の国ウォーキングマップ

・豊川市の自然や文化を満喫できるウォーキング
コース。

・ウォーキングに適した8つのコースを紹介。

④刈谷市 刈谷GOGOウォーキング

・心安らぐ神社を巡る、刈谷南部の街歩き。
・個人に合わせて、2種類のコースを選択可能。

⑤安城市 健康の道

・健康づくりのために、
市内の各地にウォーキングコースを設置。

・2018年11月に安城市健幸ウォーキングを開催予定。

⑦蒲郡市 蒲郡ウォーキングマップ

・蒲郡を満喫できる、全24コース。
・ウォーキングをした後、温泉に入れるコースも。

⑧知立市 わくわくウォーキング
・毎年11月に市内の散歩みちを歩くウォーキングイベ

ントを開催。
・市内の名所を巡りながら、観光ガイドを実施。

⑨豊明市 とよあけ健康ウォーキング

・月に一度、2種類のコースでウォーキングを開催。
・毎回約80‐100人の老若男女が参加。

⑩田原市 渡辺崋山をしのぶ5つの道

・田原市とゆかりのある渡辺崋山をしのんで作ら
れた道。

・健康づくり、歴史探訪、自然を満喫できる。

⑥西尾市 観光街道モデルコース
・西尾市を観光しながら ウォーキングすることが可能。
・目的ごとに様々なコースを用意。

至

大
阪

至

東
京

⑧

⑤

④

①⑦⑥

▲花の道：滝頭公園

⑩

▲城の道：城宝寺

⑩

全線

ウォーキングへの
参加機会増加による健康支援！
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三河湾

名古屋港

三河港

衣浦港

海外へ
（約93万台/年※2）

中部国際
空港

自動車工場
集積地域

海外へ
（約130万台/年※1）

西尾市

蒲郡市

幸田町

安城市

豊川市

豊橋市

刈谷市

知立市

名豊道路 延長72.7km
名豊道路を走行する
完成車輸送トラック

完成車 400便/日
部品 600便/日※3

30

20

10

0

-10

-20

-30

名豊道路は、名古屋港・三河港への自動車産業物流を担う幹線道路。

貿易黒字の約６割を占める産業の国際競争力を高め、日本の経済を支える。
（T社グループでは１日あたり約１，０００便が名豊道路を利用。）

三河港

自動車産業の物流交通は名豊道路を利用

国際的な自動車産業物流を担い
日本の経済を支える！

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車・
自動車の部分品 90％

その他
10％

出典：貿易統計（財務省）

【輸送用機械の貿易黒字の内訳（2017年）】

2017年以降に
計画・完成の
工業団地等

2017年以前に
完成した
自動車関連工場

（組立工場）

（部品工場）

名豊道路完成後の
完成車・部品輸送の流れ

凡例

名豊道路

高規格道路

有料道路

一般国道

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

※3：出典：T社へのヒアリング調査等より（名四国道事務所）

我が国の貿易収支（2017年）

一般機械＋8兆円

鉱物性燃料－14兆円

輸送用機械＋15兆円

原料品－3兆円

食料品－6兆円

貿易黒字の

約６割

2018年以降に
計画・完成の
工業団地等

※1：出典 名古屋税関管内 貿易概況年分速報（2018.1.25）
※2：出典 名古屋税関豊橋税関支署管内 貿易概況年分速報（2018.1.26）
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沿線に自動車関連企業が進出し、約1,000便/日が名豊道路を利用。

迂回路等の渋滞を想定した運行スケジュールを設定する事で、生産性が低下。

整備により渋滞余裕時間が解消し、沿線の自動車産業の生産性向上に寄与。

三河港

名豊道路の整備に伴い自動車関連企業が進出 渋滞により自動車製造の生産性が低下

蒲郡バイパス整備による効果

自動車産業の生産性と効率性が
グッと高まる！

三河港（国外積出拠点）
1970 (S45) 以前

組立工場

1970 (S45) 以降

自動車関連企業進出

関連工場 名豊道路
整備

開始以降

※沿線地域の企業：名豊道路のICから10km圏内の
自動車関連企業（T社グループ）を対象に作図

＜凡例＞

名豊道路
高速道路

一般有料道路

一般国道
主要地方道及び県道

ＪＲ線

８市１町

開通済 未開通

駅

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

完成車ルート

部品ルート

車両工場

・時間短縮効果 名豊道路
蒲郡バイパス

※所要時間の算定方法
区間：三河港（三河港湾事務所）～豊田市自動車工場（堤町五月池交差点）
経由路線：名豊道路～国道247号～名豊道路～国道115号
データ：2014 年度（年間）民間プローブデータ（9～16時台平均）

将来６９分
（蒲郡BP車線整備時）

現況

89分＋α
蒲郡バイパス

（蒲郡～豊川為当IC）利用で

20分＋α短縮

蒲郡IC
前芝IC

三河港

定時性の向上

・物流効率化による生産性向上効果

⇒年間約20,000便の貨物車を削減と試算
※データ：【所要時間】名豊道路の未整備区間及び暫定2車線区間は規制速度を用いて算出、

その他は2014年度（年間）民間プローブデータ（9～16時台平均）で算出
【稼働日数】T社グループ 2015年度カレンダー

1便あたり8時間/日、241日稼働とすると…

⇒1日あたり40,000分（約667時間）短縮

車両工場 三河港
1日あたり1,000便が往復

…往復で40分短縮

三河湾

名古屋港

国道23号 名豊道路 延長72.7km

蒲郡バイパス 豊橋バイパス 豊橋東バイパス

北米へ
（約93万台/年）

岡崎バイパス

未整備区間
(ミッシングリンク)

三河港

衣浦港

部品工場
集積地域

車両工場
集積地域

知立バイパス

名豊道路

迂回路

【完成車】
名豊道路で三河港へ

１日に
約４００便

【部品】
名豊道路で田原工場へ

１日に
約６００便

渋滞を想定したスケジュールで運用する自動車物流

ジャストインタイム方式を採用する自動車物流で
は、渋滞による遅れに対応するため、予め余裕
時間を設定し、運行スケジュールを組んでいる。

渋滞による遅れに
対応するために設定
（＝生産性が低下）

車両工場

標準的な所要時間
８９分

三河港

運行スケジュール上の所要時間
８９分＋α（余裕時間）
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名豊道路は三河港への自動車部品や完成車の物流を担う（約1,000便/日）。

豊田市内の自動車工場から三河港まで製品をトラックで輸送。

名豊道路の整備によりトラックドライバー１人あたりの輸送回数が増加し、物流効率化を支援。

名豊道路（完成車の輸送）

豊田市方面の自動車工場から三河港への製品輸送

物流の効率化によりトラックの
１日２往復が可能に！

トラックドライバー１人あたりの輸送回数

『豊田市内～三河港の往復輸送の場合』

トラックドライバー
１日の運転時間

８時間/日

※Ｔ社へのヒアリングにより作成
※名古屋税関豊橋税関支署管内 貿易概況年分速報

※所要時間算出方法
現況：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度
将来：未供用区間は既供用4車線区の昼間12時間平均

【現況】
名豊道路

大崎IC～前芝IC、蒲郡IC～野田IC利用
（前芝ＩＣ～蒲郡ＩＣ間は現道利用）

往復約5時間/回

【将来：名豊全線整備時】
名豊道路

大崎IC～野田IC利用

往復約4時間/回

ドライバー１人あたり

1往復/日
ドライバー１人あたり

2往復/日

トラックドライバー１人あたりの
輸送回数が１往復/日増加
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愛知県
34％

その他

鹿児島県沖縄県

栃木県

福岡県

愛知県は切り花類の出荷量が全国1位。豊川市は県内有数の生産地。

豊川市で生産される主要品種のバラやスプレー菊は、名豊道路を利用して名古屋方面へ出荷。

蒲郡バイパス整備により更なる流通拡大に期待。

写真：愛知県HP

豊川市産の切り花類の輸送ルート

地域特産物
切り花類の出荷を支援！

碧南市

西尾市

安城市

幸田町

蒲郡市

岡崎市

豊橋市

田原市

南知多町

美浜町

武豊町

常滑市

半田市

阿久比町

知多市 東浦町

東海市 大府市

豊明市

名古屋市

みよし市

東郷町

日進市

新城市
23

23

23

153

420

301

名古屋方面に
名豊道路で輸送

JAひまわり
花き集出荷
センター

名豊道路

豊川市

中部国際空港

名古屋港

三河港

＜豊川市で生産する主な花き＞

【バラ】 【スプレー菊】

※出典：ＪＡひまわりホームページ

・豊川市で生産されたバラやスプレー菊は、
豊川ICから高速 道路を利用し、
全国に出荷しています。名古屋方面には
名豊道路を利用して出荷しています。

・名豊道路の整備で所要時間が短縮したと
実感しています。

出典：ヒアリング調査より（2018年2月実施）

沿線地域の声：ＪＡひまわり

都道府県別切り花類出荷量

【バラ】

【スプレー菊】

愛知県
18％

静岡県

山形県

福岡県

愛媛県

その他

出典：平成28年産花き生産出荷統計

豊川市から名古屋方面への輸送時間

【ＪＡひまわり花き集出荷センター～名古屋市役所までの所要時間】

名豊道路開通前

約151分

現況

約136分

蒲郡BP開通後

約129分
出典：名豊道路開通前 昭和55年度 全国道路・街路交通情勢調査より算出

現況 平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査より算出
蒲郡BP開通後 現況に加えて蒲郡バイパス未開通部は蒲郡バイパス開通部分の現況速度で試算

約１５分

短縮

約７分

短縮
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<蒲郡BP><岡崎BP><知立BP> <豊橋BP> <豊橋東BP>

名豊道路 延長72.7km

⾃動⾞組⽴⼯場

三河港

海外へ

三河港へ

約２８０便/日

トラックドライバーの勤務時間を確保するため、高速道路を利用。

名豊道路全線４車線整備により、生産体制にリダンダンシーを確保。

自動車組立工場～三河港の完成車輸送ルート

完成車輸送の事業継続計画
を支援！

【自動車組立工場～三河港までの片道所要時間】

高速道路
ルート

一般道路
ルート

名豊道路整備の進展による所要時間の短縮

現況

蒲郡IC～豊川為当IC
未整備

蒲郡BP
暫定2車線開通

蒲郡BP
暫定2車線開通

名豊道路
完成4車線開通

名豊道路
完成4車線開通

約82分

（変化なし）

高速道路ルートにおける通行止時間

9時間17分
名豊4車整備により、
交通が分散され、
安全性の向上及び、
物流効率化を支援。

※2016NEXCO中日本資料

通行止時間の
年間合計

約81分

（現況は高速道路ルート）

参考:

約102分

約90分

約84分

企業の事業継続計画を
支援！

整備状況（2018年時点）所要時間算出ルート

未整備

整備済み

高速道路ルート

蒲郡ＢＰ暫定2車線開通後のルート
名豊道路完成4車線開通後のルート

※ヒアリングによる試算値
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名豊道路の沿線には、自動車部品企業の工場が多数立地。

岡崎バイパスの４車線化により、同部品関連工場から自動車組立工場への製品輸送時間の

バラツキが改善し、所要時間が最大約２５分短縮。

自動車部品企業～自動車組立工場への製品輸送ルート

自動車部品輸送時間の
信頼性・確実性が高まる！

名豊道路（愛知県）

所要時間が最大約25分改善
（最長68分⇒最短43分）

出典：プローブデータ（平日7:00～19:00、4車線化前：2015.4-12、4車線化後：2016.4-12）

出典：企業ヒアリング（2018年10月）

所要時間（分）

岡崎バイパスの４車線化により、物流・通
勤面で効率化していることを実感している。
納品先への所要時間が短縮でき、迷惑を
かける事がなくなった。
また、従業員が通勤にも利用しており、早
期の全線開通、4車線化に期待している。

■自動車部品企業の実感

【アイシン高丘吉良工場～組立工場（豊田市内）の
所要時間のバラツキ】

43分 57分

バラツキ(14分)

46分 68分

バラツキ(22分)

：4車線化前
：4車線化後

50％

40％

30％

20％

10％

0％35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

碧南市

西尾市

安城市

幸田町

蒲郡市

岡崎市

半田市

東浦町

大府市

豊明市

みよし市

東郷町

豊田市

納品先
（自動車組立工場）

名豊道路

23

名古屋市

碧南市

高浜市

刈谷市

出典：アイシン高丘 ホームページ

アイシン高丘 吉良工場

岡崎バイパス
藤井IC～西尾東IC

4車線開通（2016.2)

藤井ＩＣ

西尾東ＩＣ

ブレーキ系部品・エンジン系部品・
駆動系部品・シャーシ系部品・

ボディ系部品

製品輸送時間のバラツキの変化

【概要】
◆ディスクブレーキを100万個/年製造
◆従業員900人
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名豊道路沿線には、自動車部品工場が多く立地。

知立バイパスの整備により、自動車部品工場から自動車組立工場までの所要時間が約18分

短縮した他、沿線市※の製造品出荷額が約2.7兆円増加するなど、物流効率化の面において、

自動車関連企業をはじめとする企業の経済活動を支援。

知立バイパス沿線の自動車部品工場・組立工場

道路の整備にともない
製造品出荷額が約2.7兆円増加！

※沿線市：豊明市、知立市、刈谷市、安城市

自動車部品工場～組立工場間の所要時間の変化 沿線市の製造品出荷額の推移

平
均
所
要
時
間
（分
）

S52：知立バイパス
全線立体4車線開通前

H27：知立バイパス
全線立体4車線開通後

4車線化により
所要時間が１８分短縮

：国道１号ルート
：国道２３号ルート

76

58

0

20

40

60

80

100

1.0

3.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

製
造
品
出
荷
額
（
兆
円
）

暫定2車線
開通

（～H元）

全線立体
4車線開通
（～H24）

整備の進展に伴い
約２.７兆円増加！

：製造品出荷額

S52：知立バイパス
全線立体4車線開通前

H26：知立バイパス
全線立体4車線開通後

知立
バイパス

完成4車開通済

暫定2車開通済

未開通

自動車組立工場

自動車部品工場

組立工場群

豊田市

知立バイパス沿線には
自動車関連工場が集積

自動車部品工場群
：国道１号ルート
：国道２３号ルート

幸田芦谷IC

出典：昭和52年度、平成26年度 工業統計調査（経済産業省）

※区間：幸田町（幸田芦谷IC）～ 豊田市自動車工場（国道155号堤町五月池交差点）
1977年：昭和52年度 全国道路・街路交通情勢調査（7時～19時）
2015年：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査（7時～19時）

※国道1号ルート（国道155号～国道1号～国道248号）、国道23号ルート（国道155号～国道23号）

1977年：知立バイパス
全線立体４車線開通前

2015年：知立バイパス
全線立体４車線開通後 1977年：知立バイパス

全線立体４車線開通前
2014年：知立バイパス
全線立体４車線開通後

暫定２車線
開通

（～1989年）

暫定２車線
開通

（～2012年）

⾄
東
京

⾄
⼤
阪
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0

10

20

30

40

50

開通前
（1976年）

全線立体4車線
開通後（2014年）

30

47

人
口
（
万
人
）

知立バイパスの沿線市※では、建物用地面積が約２倍に増加。

人口が約１．５倍、住民税が約２９０億円増加。知立バイパスの沿線市において市街化が進展。

進む市街化
知立バイパス沿線で人口1.5倍！

※沿線市：豊明市、知立市、刈谷市、安城市

建物用地面積の変化 沿線市の人口変化

沿線市の住民税の変化

0

100

200

300

400

46

338

開通前
（1976年）

全線立体4車線
開通後（2014年）

住
民
税
（
億
円
）

出典：昭和53年度、平成28年度愛知県統計年鑑

出典：昭和53年度、平成28年度 愛知県統計年鑑
※住民税：市町村民税（住民分）を示す

沿線市の人口が
約1.5倍に！

沿線市の住民税が
約290億円増加！

出典：国土数値情報（土地利用） ※建物用地：住宅地・市街地等で建物が密集している箇所

知立バイパス事業化後は
沿線地域における

建物用地が大幅に増加

知立市

刈谷市

安城市

豊明市

1976年（知立バイパス開通前）時点の建築用地

知
立
バ
イ
パ
ス

延
長1

6
.4
㎞

知立市

刈谷市

安城市

豊明市

知
立
バ
イ
パ
ス

延
長1

6
.4
㎞

2014年（知立バイパス全線開通）時点の建築用地

1976年（知立ＢＰ開通前） 2014年（知立ＢＰ開通後）

0

2

4

6

8

10

S51 H26

4.7

9.2

建
物
用
地
面
積
（
㎢
）

約２倍に増加

1976年 2014年

⾄
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松

⾄
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⾄
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⾄
名
古
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名古屋港

衣浦港

三河港

音羽蒲郡IC

豊川IC

豊田東JCT

安城市

豊川市

幸田町

西尾市

刈谷市

知立市

豊橋市

名古屋市

豊明市

蒲郡バイパス

名豊道路

蒲郡市

北米へ
（約93万台/年）

延長5.9km

2014.3.26
開通済

豊田市

部品
６００便/日

完成車
４００便/日

延長72.7km

豊川為当IC～蒲郡IC

延長9.1km

蒲郡西ＩＣ

三弥地区工業団地

豊橋工業団地

柏原工業団地

御津1区企業用地

白鳥工業団地

幸田六栗
土地区画
整理事業

岡島江原地区
流通業務団地

工業団地造成で
民間投資と雇用を創出！

蒲郡西ＩＣ

蒲郡バイパス
至

浜
松
市

名豊道路は貿易黒字の約５割を占める自動車産業の物流ルートとして日本経済を牽引。

蒲郡市は、蒲郡西IC隣接地に（仮称）柏原工業団地を造成し、2020年には分譲開始の意向。

蒲郡バイパスの開通は、更なる民間投資と雇用創出、自動車産業の発展に寄与。

出典：愛知労働局年報（職業安定部編）（愛知県労働局）労働市場年報（総務省）豊橋・豊川・西尾・刈谷・岡崎安定所の求人数を基に算出

名豊道路沿線自治体：豊橋市、豊川市、刈谷市、安城市、西尾市、蒲郡市、知立市、豊明市、幸田町

出典：国土交通省名四国道事務所撮影

（仮称）柏原工業団地
（2020年分譲開始予定）

かしわばら

自動車産業の物流ルートとして機能する名豊道路

※名豊道路の各ICから10km圏内の
自動車関連企業（T社グループ）
を対象

至

名
古
屋
市

＜凡例＞

名豊道路

高速道路

一般国道

蒲郡バイパス

一般有料道路

自動車関連工場 ※

工業団地分譲予定地

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

開通済 未開通

名豊道路沿線の新規求人数の伸び率

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

・蒲郡BP（蒲郡IC～幸田芦谷IC）
開通（2014.3）

・豊橋東BP 暫定2車線開通（2013.6）

・岡崎BP（藤井IC～安城西尾IC）
4車線化（2012.12）

・豊橋BP（大崎IC～前芝IC） 4車線化（2013.6）

・知立BP 全線4車線化
（2012.11）

名豊道路沿線の新規求人数は、
愛知県全体に比較し高く、
特に開通見通し公表後の伸び率
が著しい

（倍） 名豊道路 愛知県 全国製造業 名豊道路
沿線自治体

愛知県
全体

2013 20152012201120102009 2014 2016
（年）

⾄
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京

⾄
⼤
阪
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蒲郡市

豊川市

幸田
芦谷ＩＣ

金野ＩＣ
（仮称）蒲郡バイパス

蒲郡ＩＣ

蒲郡西ＩＣ

幸田町

音羽蒲郡ＩＣ

幸田
桐山ＩＣ

小坂井御津ＩＣ

前芝ＩＣ

豊川橋南ＩＣ

至

名
古
屋

豊川為当ＩＣ

幸田六栗土地区画整理事業
他３事業（事業中）

こうたむつぐり

柏原地区工業団地
（事業中）

[2019年3⽉売却企業特定予定]
[2020年12⽉引渡予定]

かしわばら

あけ
み

白鳥工業団地
（計画中）

しろとり

御津１区企業団地
（造成・分譲中）

みと

幸田
須美ＩＣ西尾東ＩＣ

三河港

榎前地区⼯業団地
（2018年4⽉分譲開始）

えのきまえ

至

東
京

細谷ＩＣ

豊橋三弥地区⼯業団地
（事業中）

[2022年分譲開始予定]

大清水ＩＣ

大崎ＩＣ

豊橋港ＩＣ

神野新田ＩＣ
御津２区企業団地
（分譲中）

みと

神野⻄１区企業団地
（分譲中）

⽥原１区企業団地
（分譲中）

⽥原４区企業団地
（分譲中）

蒲郡海陽地区
（事業中）

岡崎バイパス

明海地区拡張
（事業中）

[稼働時期未定]

和泉ＩＣ

工業団地立地など
地域開発が進展！

蒲郡バイパスの周辺地域では、工業団地の立地や土地区画整理事業等の地域開発が進展。

蒲郡バイパス周辺地域の開発予定

拡張（予定地）

●三河港周辺工業用地分譲・開発予定地

神野地区

明海地区

白鳥（計画中）

明海地区拡張 ：分譲⾯積11.5ha
御津１区企業⽤地：分譲⾯積81.5ha
⽩⿃⼯業⽤地 ：計画中

御津１区（分譲中）

周辺の地域開発予定

分譲中

完成4車開通済

暫定2車開通済

未供用

2017.6名四国道事務所調べ

三河港（田原地区、明海地区）
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豊橋市民病院

厚生連安城更生病院

出典：安城更生病院HP

出典：豊橋市民病院HP

23

幸田町役場

西尾市役所

蒲郡市役所

豊橋市役所

豊川市役所

「命の砦」第３次救急医療施設への
アクセス性が向上！

幸田町の一部地域から第３次救急医療施設へは約３０分以上要する。

名豊道路の整備により、第３次救急医療施設まで３０分以内で到達可能な人口が約１．8万人増加。

３次医療施設の30分圏域の変化

厚生連安城更生病院

出典：安城更生病院HP

幸田町から３次医療施設までの所要時間の変化

３次医療施設から３０分圏域の人口の変化30分圏域が
拡大

①心臓停止後約3分で50％死亡

②呼吸停止後約10分で50％死亡

③多量出血後約30分で50％死亡

【カーラーの救命曲線】

完成4車開通済

暫定2車開通済

未供用

【現況】

４９分

３次医療施設へのアクセス向上

『豊橋市民病院へのアクセス』

『厚生連安城更生病院へのアクセス』

【将来※】

48分

【現況】

３１分
【将来※】

３０分

1分
短縮

1分
短縮

【現況】

149.4
万人

【将来※】

151.2
万人

1.8万人
増加

※名豊全線整備時

※名豊全線整備時

※所要時間算出方法
現況：ETC2.0プローブ情報（2017年10月 平日平均 ７時台旅行速度）
将来：未供用区間は既供用4車線区の昼間12時間平均

3次医療施設からの30分圏域

：現況
：将来（名豊全線整備時）

：３次医療施設

至

名
古
屋

至

浜
松
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写真提供：一般社団法人西尾市観光協会

地域の情報発信基地
「道の駅」の入込客数が増加！

地場産品が集結する「にしお岡ノ山」

道の駅「にしお岡ノ山」は、地域交流拠点・情報発信基地として、周辺市町の地場産品を販売。

名豊道路の整備に伴い入込客数が増加。

「にしお岡ノ山」観光入込客数の推移

0

15

30

45

60

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

入
込
客
数

（万
人
）

観光入込客数

観
光
入
込
客
数
（万
人
）

出典：愛知県観光レクリェーション
利用者統計（愛知県）

2012.12 岡崎ＢＰ
一部４車線化開通

（藤井ＩＣ～安城西尾ＩＣ）

2015年度 岡崎ＢＰ
一部４車線化

（西尾東ＩＣ～藤井ＩＣ）

名豊道路の整備とともに増加する道の
駅来訪者と売上

岡崎バイパスの整備が進み、全体として入
込客数は年々増加している状況です。

今後、名豊道路の整備が進むことで、道
の駅への来訪者がさらに増加すると期待し
ています。

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（2015年6月）

道の駅関係者

オープン以降観光入込客数
４割増

道の駅
にしお岡ノ山

岡崎バイパス 延長14.6km

4車線化区間
（西尾東IC～藤井IC間）

至 豊橋

至 名古屋

小島江原ＩＣ

西尾東ＩＣ

一色ウナギ

西尾の抹茶

三河湾産のあさり

来訪者

西尾市

安城市

幸田町

碧南市

高浜市

刈谷市

蒲郡市

岡崎市

地場
産品

名豊道路

その他道路

4車
開通済

2車
開通済

2車
開通済

安城西尾ＩＣ

藤井ＩＣ

地場産品が道の駅へ集結

2010 2011 20122013 2014 2015 2016（年）
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あ
さ
り
の
漁
獲
量
（
ｔ
）

全国シェア
28％

潮干狩り
写真提供：西尾市観光協会

観光流入客数が倍増！
全国NO.1を広く周知！

潮干狩りの来訪イメージ

西尾市は、あさりの漁獲量が全国NO.1で、潮干狩りのスポットとして有名。

名豊道路などの幹線道路網の整備により、遠方から来訪しやすくなり、 入込客が倍増。

観光入込客数が７年間で１．８倍に!!

西三河漁業協同組合
関係者

名豊道路の整備で観光入込増加を後押し！
潮干狩り場までのアクセス性が向上したことで、

観光入込客数の増加につながっています。
岡崎バイパスをはじめとした道路整備により

所要時間が短縮し、潮干狩りを楽しめる時間が増
えた恩恵もあると思います。

今後の整備進展にも期待します。

出典：愛知県観光レクリェーション利用者統計（愛知県）
※2009年と2016年の比。2014.12 岡崎バイパス藤井IC～安城西尾IC 4車線化

あさりのシェア率

名豊道路

その他道路

4車
開通済

2車
開通済

2車
開通済

岡崎バイパス 延長14.6km

4車線化区間
（西尾東IC～藤井IC間）

豊橋方面

西尾市

安城市

幸田町
碧南市

高浜市

刈谷市

蒲郡市

岡崎市

西尾東ＩＣ

岡崎ＩＣ

三河湾産のあさり

潮干狩り

道の駅
筆柿の里・幸田

道の駅
にしお岡ノ山 出典：平成28年海面漁業生産統計調査（農林水産省）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（2015年9月）

至 名古屋

至 豊橋

西尾東ＩＣが
窓口
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岡崎バイパスの４車線化による渋滞緩和や定時性の向上等の整備効果を見越し、西尾東ＩＣ

周辺では物流施設が立地。（2016年8月立地）

物流施設の立地により、自動車部品工場からの物流を集約し輸送することが可能となり、ト

ラックの積載率が向上し、トラックの便数が約３割削減。

西尾東ＩＣ周辺に物流施設が立地

沿線に物流施設が立地し
部品工場からの物流を集約！

道路利用者の声

弊社では、２５１事業所の自動車

部品工場から５工場にそれぞれ納

品して頂いておりました。

西尾東ＩＣに立地した物流施設に

荷物を集約し、大型のトラックで輸

送することで、トラック便数が

約３割削減され、また、積載率の

少ない状態の便が多くありました

が、積載率が向上しました。

さらに、納品先の工場での入庫

待ち時間も緩和されました。

（自動車関連企業担当者の声）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査
（2016年3月実施）

集約輸送による物流の効率化

4車線化前（物流施設立地前） 4車線化後（物流施地設置後）

トラック便数：約750便/日 トラック便数：約540便/日210便/日減
（約3割減）

物流施設に部品を
集約し、便数削減

物流
施設

自動車部品工場

自動車組立工場

自動車組立工場自動車部品工場

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（2016年3月実施）

岡崎市

幸田町

安城市

碧南市

刈谷市

高浜市

岡崎バイパス 延長14.6km

蒲郡市

半田市

東浦町

西尾市

物流施設立地
（2016.8月）

4車
開通済

2車
開通済

開通
区間

その他
道路

名豊
道路

西尾東ＩＣ

藤井ＩＣ

自動車部品
工場

至

豊
橋

至 名古屋
位置図 西尾東ＩＣ周辺に立地した物流施設

外観

施設内

4車線化区間
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岡崎バイパスが通過する西尾市では、近年、企業立地が進展しており、西尾東ＩＣ～藤井ＩＣ間

の４車線化完成後となる2016年にも、新たに１７事業所が立地。

特にバイパス沿線では、延床面積が５，０００ｍ２を超える事業所が進出。

企業立地により、西尾市の2016年税収は約１４億円増加し、今後もさらなる増加が期待。

岡崎バイパス沿線の西尾市で進展する企業立地

企業立地が進展し地域が活性化！

４車線化後に操業開始した企業

弊社は、納品時の輸送時間
の短縮を図るため、今回、４車
線化された岡崎バイパスに隣
接する岡島江原流通業務団地
内に立地しました。
（企業立地担当関係者の声）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査
（2016年3月実施）

道路利用者の声西尾市の企業立地による税収の増加

0

20

40

60

80

H25 H26 H27 H28 H29以降

企
業
立
地
累
計
数
（予
定
含
む
）

藤井～安城西尾
4車線化 H24.12月

西尾東～藤井
4車線化 H28.2月

さらなる
増加に期待

西尾市の企業立地数

17

17事業所立地

企業立地が
進展

10

24

54

37

企
業
立
地
数
累
計
（
予
定
含
む
）

0

30

60

90

120

H25 H26 H27 H28 H29以降

税
収
増
（予
定
含
む
）（億
円
）

企業立地による西尾市の税収

藤井～安城西尾
4車線化 H24.12月

西尾東～藤井
4車線化 H28.2月

さらなる
増加に期待

税収約14億円

14

税収が増加

6

26

50

64

税
収
増
累
計
（
予
定
含
む
）

出典：西尾市役所提供資料（税収は、固定資産の投資額から過去の税収実績を基に試算。なお、原価償却を見込まず）

4車
開通済

2車
開通済

開通
区間

その他
道路

名豊
道路

延床面積(㎡)

：10,000以上

： 5,000以上～ 10,000未満

： 1,000以上～5,000未満

： 1,000未満

： 不明

立地企業
：H24.12月～H28.2月操業開始

：H28.2月～H29.3月操業開始予定

：H29.4月以降操業予定

西尾市

碧南市

安城市

幸田町

岡崎市

蒲郡市

岡崎バイパス 延長14.6km

4車線化後の
2016年には

１７事業所が立地
税収 約１４億円

西尾東ＩＣ

安城西尾ＩＣ

藤井ＩＣ

岡島江原
流通業務団地

幸田芦谷ＩＣ

2016年2月26日完成
4車線化 延長4.0km

出典：西尾市役所提供資料

2012.12月～2016.2月操業開始

2016.2月～2017.3月操業開始予定

2017.4月以降操業開始予定

西尾東～藤井
４車線化 2016.2月

藤井～安城西尾
４車線化 2012.12月

藤井～安城西尾
４車線化 2012.12月

西尾東～藤井
４車線化 2016.2月

2013 2014 2015 2016 2017 2013 2014 2015 2016 2017（年）（年）

至 名古屋

至

豊
橋

至 名古屋
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岡崎バイパスの4車線化区間の沿線では、大規模物流施設が整備。

企業進出により、新たな雇用を創出。

西尾東ＩＣの周辺に物流拠点が進出

大規模物流施設の整備により
新たな雇用を創出！

西尾東物流センター
画像提供：カリツー株式会社

西尾市の従業者数（製造業）

＜進出の決め手＞

西尾市内には顧客も多く、

三河の中で岡崎バイパスの

真下という立地は最大の魅力

従業員：約280名

（約140名新規採用）

2016年8月操業開始

23 25 28 29 32 30
34

0

10

20

30

40
（ 千人） 岡崎BP全線

暫定２ 車線開通
（ H19.3)

H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26

岡崎BP一部
４ 車線開通（ H24.12)

増加傾向4車

開通済

4車

開通済

2車

開通済

名豊道路 その他道路

幸田町

安城市
岡崎バイパス 延長14.6km

4車線化区間
2016.2完成

（西尾東IC～藤井IC間）

蒲郡市

西尾市

岡島江原流通
業務団地 物流センター

雇用の創出

西尾東ＩＣ

2002 （年）2004 2006 2008 2010 2012 2014

（2007.3）

（2012.12）

出典：企業アンケート調査（2015年8月実施）

出典：工業統計調査（経済産業省）

至 名古屋

至

豊
橋
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企業進出により
地域経済が好循環！
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53%

0%5%

12%

2%
4%

25%

三河港

千葉港

横須賀港

日立港

名古屋港

横浜港

その他の港湾

名豊道路と三河港の整備により、三河港は国内最大の自動車輸入拠点に成長。

海外企業の進出により、豊橋市では税収（約4.4億円）が増加。

日本の真ん中である三河港から全国に配送

国内最大の自動車輸入拠点に成長した三河港 地域経済への効果（豊橋市）

輸入された完成自動車

ユーザーへの納車状況

出典：国土交通省三河港湾事務所資料

神野地区

フォルクスワーゲン
グループジャパン
＜明海地区に立地＞
進出：1991年
取扱：フォルクスワーゲン、アウディ

プジョー・シトロエ
ン・ジャポン
進出：2013年
取扱：プジョー、シトロエン

ジャガー・ランド
ローバー・ジャパン
進出：2002年
取扱：ジャガー・ランドローバー

ボルボ・カー・
ジャパン
進出：2004年
取扱：ボルボ

メルセデスベンツ
進出：2014年
取扱：メルセデスベンツ

FCAジャパン
進出：2008年
取扱：フィアット、クライ
スラー、アルファロメオ岸壁整備

（水深12m）

輸入車企業進出により地域経済が好循環

三
河
港
の
自
動
車
輸
入
台
数
の
全
国
シ
ェ
ア

出典：貿易統計特集（名古屋税関調査部）、貿易統計（財務省）

三河港の自動車輸入台数の全国シェア・名豊道路、三河港岸壁整備経緯

フォード・ジャ
パン・リミテッド
進出：1993年
取扱：フォード

名豊道路
三河港（輸入拠点）

東日本方面へ

浜松IC

名古屋港

衣浦港

中部国際
空港

浜名湖

23

三河港

知立バイパス 岡崎バイパス 蒲郡バイパス 豊橋バイパス 豊橋東バイパス

西日本方面へ

海外から
年１９万台

53%

53%

岸壁完成 岸壁完成

豊橋BP
（豊橋港～前芝）
暫定2車線開通

知立BP
全線暫定
2車線開通

岡崎BP
（西尾東～安城西尾）
暫定2車線開通

岡崎BP
全線暫定2車線開通

知立BP
全線完成4車線開通
豊橋BP
全線暫定2車線開通

豊橋東BP
全線暫定2車線開通

岡崎BP
（西尾東～藤井）
全線4車線開通

三河港に
海外自動車メーカー

７社が立地

税収の増加

進出企業からの地方税

約４.４億円
（２０１４年実績）

全国シェアは
5割を超える
（2017年）
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輸送の回旋可能数が増加し
物流効率化に寄与！

豊橋バイパスの４車線化により渋滞緩和が期待。

移動時間の短縮により、輸送の回旋可能数が増加し、物流効率化に寄与。

三河港へのアクセス道路の強化

三河港周辺工業用地分譲・開発予定地

湖西工場⇔三河港の回旋可能数が
５往復 → ６往復 に増加

豊橋バイパス整備による効果

：名豊道路

：高速・国道

：主要渋滞箇所（箇所）

完成
4車線

暫定
2車線

未開通

暫定２車線
区間

豊橋東バイパス豊橋バイパス

暫定２車線
区間

三河港
大清水

IC
野依
IC

大崎IC

海外へ
輸出

愛知県
豊橋市 静岡県

湖西市

蒲郡バイパス

名豊道路

至

浜
松

至

名
古
屋

1日に
約160便※

【完成車】
名豊道路で
三河港へ

S社
湖⻄⼯場

大崎IC付近を先頭に
渋滞が発生

車線数減少
（4車→2車）

による
渋滞が発生

⾃動⾞⼯場
（静岡県湖⻄市）

三河港
（愛知県豊橋市）

完成4⾞線
開通により
約１０分短縮

【開通前】⽚道４５分

【開通後】⽚道３５分

【三河港への物流効率化】

拡張（予定地）

神野地区

明海地区

白鳥（計画中）

明海地区拡張 ：分譲面積11.5ha
御津１区企業用地：分譲面積81.5ha
白鳥工業用地 ：計画中

御津１区（分譲中）

神野地区

明海地区

豊橋駅

出典：ヒアリング調査より(2015年2月実施)

※【所要時間の算定方法】
・区 間：三河港～湖西市役所
・データ：H26民間プローブデータ（9～16時台平均）、名豊道路の整備後（４車線化）の速度は、規制速度
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⾳⽻蒲郡IC

豊橋市

⼤崎IC

前芝IC

豊川為当IC

豊橋バイパス 豊橋東バイパス蒲郡バイパス岡崎バイパス

⼤阪⽅⾯へ

愛知県はキャベツの出荷量全国第２位（シェア２割）。豊橋市は県内有数の産地。

豊橋市のキャベツは、名豊道路を利用し全国に出荷され、出荷量は増加傾向。

音羽蒲郡ICまでの所要時間が短縮し、特産物の流通を支援。

キャベツの主な出荷ルートと時間短縮効果

収穫間近のキャベツの様子

・豊橋市のキャベツは、名豊道路を
利用し、全国各地に出荷しています。

・豊橋バイパスが開通する前は、国道
1号を利用して出荷しており、音羽蒲郡
ＩＣまで約１時間かかっていました。
豊橋バイパスの開通により、所要時間
の短縮を実感しています。

・また、市場まで時間通りに到着できる
ようになりました。

愛知県のキャベツの出荷割合

群馬
19%

愛知
18%

千葉
9%

茨城
8%

神奈川
5%

その他
41%

全国第２位
（シェア約２割）

659 
672 

714 
694 

400

500

600

700

800

H25 H26 H27 H28

（百ｔ）

豊橋BP一部4車線化（H25.6）
豊橋東BP全線開通（H25.6)

蒲郡BP一部開通（H26.3）

豊橋市のキャベツの出荷量

出典：豊橋市ＨＰ

交通会館マルシェの様子（東京都有楽町）

沿線地域の声：ＪＡ豊橋

出典：作物統計調査（農林水産省）出典：H28作物統計調査（農林水産省）

豊橋ＢＰ

開通前

豊橋ＢＰ

開通後

国道1号利用

約55分

国道23号利用

約40分

■集出荷場（豊橋市）～
東名音羽蒲郡ＩＣまでの所要時間

出典：豊橋BP開通前 昭和55年度全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度（旅行速度未調査の県道は平成２年度の速度を使用）
豊橋BP開通後 平成27年度全国道路・街路交通情勢調査非混雑時旅行速度

名豊道路

音羽蒲郡ICまでの所要時間短縮!
特産物流通を支援!

：国道23号名豊道路

：一般国道

：高速道路

未
開通

暫定
開通

完成
開通

：出荷ルート（開通前）

：出荷ルート（開通後）

：集出荷場

出典：ヒアリング調査（2018年2月実施）

（年）2013 2014 2015 2016

(2016.3)

(2013.6)
(2013.6)

至

名
古
屋

至

浜
松
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これまでの交通量の推移
および現状の交通量

国
道
23
号

名
豊
道
路

こ
れ
ま
で
の
交
通
量
の
推
移
お
よ
び
現
状
の
交
通
量

❖これまでの交通量の推移

1983年

・知立バイパス「和泉IC～豊明IC」暫定2車線開通
・豊橋バイパス「豊川橋南IC～前芝IC」暫定2車線開通

（台/日）

120,000

0

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

出典：全国道路・街路交通情勢調査

【凡例】 :小型車交通量 :大型車交通量
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知立バイパス 岡崎バイパス 蒲郡バイパス 豊橋バイパス 豊橋東バイパス

（
金
野
）

24,400台/日

（台/日）

120,000

0

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

（台/日）

120,000

0

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

・知立バイパス「安城西尾IC～和泉IC」暫定2車線開通
・岡崎バイパス「幸田須美IC～藤井IC」暫定2車線開通
・豊橋バイパス「大崎IC～豊川橋南IC」暫定2車線開通
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知立バイパス 岡崎バイパス 蒲郡バイパス 豊橋バイパス 豊橋東バイパス

（
金
野
）

46,000台/日 28,700台/日 19,300台/日

・知立バイパス「安城西尾IC～豊明IC」4車線開通
・岡崎バイパス「西尾東～安城西尾IC」4車線開通、「幸田芦谷IC～幸田須美IC」暫定2車線開通
・蒲郡バイパス「蒲郡IC～幸田芦谷IC」暫定2車線開通
・豊橋バイパス「大崎IC～前芝IC」4車線開通、「野依IC～大崎IC」・「前芝IC～豊川為当IC」暫定2車線開通
・豊橋東バイパス「豊橋東IC～野依IC」暫定2車線開通
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知立バイパス 岡崎バイパス 蒲郡バイパス 豊橋バイパス 豊橋東バイパス
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108,900台/日

1999年

2015年

44,200台/日 61,000台/日
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名豊道路の貨物車交通の変化

❖名豊道路の貨物車交通の変化

国
道
23
号

名
豊
道
路

名
豊
道
路
の
貨
物
車
交
通
の
変
化

２０１２年１０月 ２０１７年１０月

・内々：交通の発着の両方が名豊道路沿線市町にある交通
・内外：交通の発着の一方が名豊道路沿線市町、

他方がその他市区町村にある交通
・通過：交通の発着が名豊道路沿線市町にはなく、地域を通過する交通

路線名 沿線市町

知立BP 豊明市、刈谷市、安城市、知立市

岡崎BP 西尾市、幸田町

蒲郡BP 蒲郡市

豊橋BP 豊橋市、豊川市

豊橋東BP 豊橋市

出典 貨物車プローブデータ
対象区間：名豊道路（豊橋東BP 豊橋東IC～知立BP 豊明IC）
算出期間：2012年10月、2017年10月

撮影位置②

▲西尾東付近（2017.10月撮影） ▲前芝ＩＣ付近（2017.10月撮影）

撮影位置①

① ②

内々
23％

内外
53％

通過
24％

内々
18％

内外
47％

通過
35％

約１割増

2013年度
豊橋東IC～細谷IC開通
⇒豊橋東バイパス全線2車線開通

2014年度
蒲郡IC～幸田芦谷IC開通

n=2,894台 n=8,586台

地図凡例

4車線開通

2車線開通

事業中

（○○IC）は仮称

沿線市町

豊明市、知立市、
刈谷市、安城市、
西尾市、幸田町、
蒲郡市、豊川市、
豊橋市



至 名古屋

国土交通省 中部地方整備局

名四国道事務所

至 豊橋

2015年9月 撮影

2019.3.
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